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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１

内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８

 ℻０８９３（４４）４１６７

　http://www.town.uchiko.

ehime.jp/library/

開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：

毎週月曜日・月末整理日・年
末年始

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

◎
第
８
回
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン

　
内
子
・
五
十
崎
・
小
田
の
３

館
は
７
月
18
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
、
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン
を
行

い
ま
す
。
期
間
中
に
規
定
の
冊
数

（
低
学
年
40
冊
、
高
学
年
30
冊
、
中

学
生
10
冊
）
に
達
し
た
人
に
は
、

賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

◎
読
み
聞
か
せ
の
仲
間
を
募
集
中

　
「
お
は
な
し
む
し
こ
ま
ど
」
は
毎

週
土
曜
日
、
図
書
情
報
館
で
子
ど

も
た
ち
に
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。
サ

ロ
ン
や
介
護
施
設
な
ど
に
出
掛
け

て
、
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
む
活

動
も
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
見
学
だ
け
で
い
い
で
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
事
務
局

の
図
書
情
報
館
に
お
問
い
合
わ
せ

内子町のまちづくり
稲本隆壽／著

住民主体、行政との協働で進められ
る内子町のまちづくり。町並み保存
や産直市などの事例を紹介し、これ
からの地域活性化の施策を考える

修造ドリル
松岡修造／著

不安を抱えている、本気になれない
……。そんな状況を打破したい人の
ために、松岡修造が「自分を変える
いい習慣の身に付け方」を紹介

アンコールワットのサバイバル１
洪
ほん･じぇちょる

在徹／著

世界有数の遺跡アンコール・ワット
に到着したウジュたちは、芸術建築
や彫刻などを見て感動するが……。
楽しく読めるサバイバル科学漫画

こぐまのミモのジャムやさん
いちかわなつこ／著

こぐまのミモは、森の夏祭りに店を
出す手伝い。ジャム作りや、ラベル
描き……。祭りでジャムは売れるで
しょうか。おいしさいっぱいの絵本

  

文
学
講
座

▽
日
時
：
７
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

▽
内
容
：
学
び
直
し
の
古
典

　
　
　
　「
枕
草
子
」

▽
講
師
：
亀
田
　
典の
り
こ子
さ
ん

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　
７
月
４
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
　
　
　（
エ
コ
の
日
）

　
　
　
11
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
18
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
25
日
　
ど
ん
ぐ
り
会

◎
７
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
③
》

▽
油
絵
二
人
展（
山
岡
丸ま

る
こ子

さ

　

ん
・
横
田
ヨ
シ
子
さ
ん
）

く
だ
さ
い
。

（
会
長　

大
本
悦え

つ
こ子

）

◎
迷
子
の
本
を
探
し
て
い
ま
す

　
〜
手
続
き
・
返
却
を
忘
れ
ず
に
〜

　

10
年
間
で
48
冊
の
本
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し

の
手
続
き
を
し
な
い
で
、
持
ち
出

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
先
日
、

無
断
で
持
ち
出
さ
れ
た
本
が
、
表

紙
が
破
か
れ
て
捨
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
３
月
に
購
入
し
た
ば
か
り

の
本
で
し
た
。

　

図
書
情
報
館
の
本
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
も
の
で
す
。
黙
っ
て
持

ち
出
さ
ず
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
返
却
を
忘

れ
て
い
た
本
が
あ
れ
ば
、
何
年
前

の
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
図
書

情
報
館
ま
た
は
返
却
ポ
ス
ト
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。
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心に響く、戦場の子どもたちの声
――20周年事業で渡部陽一さんが講演――

　戦場カメラマン・渡部陽
よういち

一さんの講演会「世界
からのメッセージ～平和と命の大切さ～」が６月
11日、内子町共生館で行われました。この講演は
内子町国際交流協会設立20周年事業の一環で、町
内の中学生476人を対象としています。渡部さん
は多くのスライドを用いながら「戦争の犠牲者は
いつも子どもたち。写真を通して、戦場に生きる
子どもたちの声を届けたい」と、ゆっくりと間を
取る独特の口調で中学生たちに語りかけました。
　質疑応答では、熱心に耳を傾けていた生徒たち
からたくさんの挙手があり「戦場で命の危険を感
じたことはありましたか」「大学ではどんな勉強
をしていましたか」など、率直な質問がぶつけら
れていました。講演後に宮岡純

じゅんや

也さん（五十崎中
３年）が「今日聞いたことを身近な人に話し、命
の大切さを伝えていきたい」とお礼の言葉を述べ
ました。
　また協会では、講演に合わせて渡部さんの写真
展を開きました。戦場に暮らす人々の息遣いや
メッセージを感じてほしいと、講演会場となった

共生館のロビーをはじめ、文化交流センタースバ
ル、ビジターセンターを巡回。多くの人が訪れ、戦
場に生きる子どもたちの姿を知りました。

　地域おこし協力隊の山内大
だいすけ

輔さんを講師に迎え
た「世界を旅した気分になろう～ 40 ヵ国・524日
間の世界放浪のはなし! ～」は６月15日、小田自
治センターで開かれました。山内さんは世界各地
を巡った旅の写真を紹介しながら、そこでの経験
や出会った人たちとの交流などに基づいて話を
展開。受講者に「いろいろな人がいてこの世界は
成り立っている。常識だけにとらわれる必要はな
い。幸せの形はいろいろある」と力強く語りかけ
ました。

世界を感じた90分――第1回国際理解講座――

スライドを見ながら旅の話をする山内さん

「
戦
争
の
犠
牲
者
は
い
つ
も
子
ど

も
た
ち
」と
訴
え
る
渡
部
さ
ん

渡
部
さ
ん
の
写
真
展
の
様
子
（
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）
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